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Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
対
策
お
よ
び
米
国
産
牛
肉
輸
入
条
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

厚
生
労
働
省
及
び
農
林
水
産
省
は
六
月
十
三
日
、
今
年
五
月
に
実
施
し
た
米
国
の
対
日
輸
出
認
定
施
設
に
対
す
る
現
地
査
察

の
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
米
国
の
対
日
輸
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
遵
守
に
関
し
て
「
シ
ス
テ
ム
上
問
題
は
な
い
」
と

の
認
識
を
示
し
、
検
証
期
間
を
終
了
し
て
輸
入
業
者
に
よ
る
全
箱
確
認
を
と
り
や
め
る
考
え
を
示
し
た
。
ま
た
、
報
道
に
よ
れ

ば
、
政
府
は
今
後
、
米
国
が
求
め
る
輸
入
条
件
の
緩
和
に
つ
い
て
日
米
協
議
に
応
じ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
加
え
て
、
政
府
は
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
生
後
二
十
ヵ
月
以
下
の
国
産
牛
に
対
す
る
検
査
費
用
補
助
を
、
来
年
七
月
で
打
ち
切
る

方
針
と
さ
れ
、
牛
肉
の
安
全
性
に
対
す
る
国
民
の
不
安
は
、
に
わ
か
に
助
長
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

米
国
の
対
日
輸
出
認
定
施
設
に
対
す
る
現
地
調
査
結
果

（
�
）

昨
年
七
月
に
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
が
再
開
さ
れ
て
以
降
、
問
題
の
あ
る
米
国
産
牛
肉
の
混
載
事
例
が
相
次
ぎ
、
と

り
わ
け
今
年
二
月
の
バ
ラ
肉
混
載
、
同
四
月
の
牛
タ
ン
混
載
事
例
に
お
い
て
は
、
後
に
月
齢
二
十
ヵ
月
以
下
と
確
認

で
き
な
い
こ
と
が
確
定
し
た
も
の
と
承
知
す
る
。
こ
の
際
、
今
般
の
現
地
査
察
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
重
大
な
輸
入
条

件
違
反
が
今
後
、
根
絶
で
き
る
も
の
と
認
識
す
る
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
合
理
的
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

一



（
�
）

今
後
の
対
応
と
し
て
、
「
輸
入
業
者
に
よ
る
全
箱
検
査
は
行
わ
な
い
」
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
代
わ
る
輸
入
検
査

体
制
、
水
際
対
策
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
の
か
。

（
�
）

昨
年
七
月
来
の
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
条
件
違
反
事
例
は
、
全
箱
検
査
を
通
じ
て
発
見
で
き
た
も
の
と
承
知
す
る
。

全
箱
検
査
を
終
了
し
て
、
輸
入
条
件
違
反
を
今
後
も
的
確
に
発
見
し
う
る
と
考
え
る
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根

拠
を
示
さ
れ
た
い
。

二

米
国
が
求
め
る
輸
入
条
件
緩
和

（
�
）

五
月
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
（
国
際
獣
疫
事
務
局
）
総
会
で
、
米
国
が
月
齢
制
限
な
く
牛
肉
を
輸
出
で
き
る
「
管
理
さ
れ
た
リ

ス
ク
の
国
」
（
準
安
全
国
）
と
し
て
認
定
さ
れ
て
以
降
、
米
国
は
、
月
齢
三
十
ヵ
月
以
下
は
お
ろ
か
月
齢
制
限
の
撤

廃
を
求
め
て
い
る
も
の
と
承
知
す
る
。
こ
の
際
、
報
道
等
に
よ
れ
ば
、
政
府
は
米
国
側
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
輸
入

条
件
の
緩
和
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
考
え
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
今
後
の
手
続
き
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の

か
、
示
さ
れ
た
い
。

（
�
）

農
林
水
産
省
の
五
月
二
十
三
日
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
政
府
は
先
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
総
会
に
お
い
て
、
科
学
委
員
会
が
提
出

し
た
米
国
、
カ
ナ
ダ
等
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
ス
テ
ー
タ
ス
案
に
賛
成
し
た
も
の
の
、
そ
の
際
、
米
国
に
つ
い
て
は
「
国
内
で
Ｂ

二



Ｓ
Ｅ
の
病
原
体
が
循
環
、
増
幅
す
る
リ
ス
ク
は
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
米
国
は
動
物
用
飼
料
か
ら
Ｓ
Ｒ
Ｍ
（
特
定
危

険
部
位
）
を
除
く
こ
と
に
つ
い
て
注
意
深
く
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
助
言
し
た
科
学
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
を
強
く
支

持
す
る
」
旨
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
米
国
を
「
管
理
さ
れ
た
リ
ス
ク
の
国
」
に
認

定
す
る
と
い
う
提
案
に
反
対
し
な
か
っ
た
の
か
。
少
な
く
と
も
、
前
記
科
学
委
員
会
の
助
言
に
つ
い
て
米
国
側
の
十

分
な
対
策
が
担
保
で
き
る
ま
で
「
保
留
」
す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
が
、
ス
テ
ー
タ
ス
案
に
賛
成
し
た
理
由
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

三

国
内
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
に
対
す
る
国
の
補
助
金

（
�
）

政
府
は
、
国
産
牛
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
る
全
頭
検
査
等
に
対
す
る
自
治
体
へ
の
検
査
費
用
補
助
に
つ

い
て
、
来
年
七
月
で
打
ち
切
る
方
針
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
事
実
か
ど
う
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

仮
に
前
記
が
事
実
で
あ
っ
て
も
、
関
係
自
治
体
が
全
頭
検
査
を
継
続
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
自
治
体
の
自
主
性
は

認
め
ら
れ
る
の
か
。

四

牛
肉
の
原
料
原
産
地
表
示

消
費
者
の
米
国
産
等
の
牛
肉
に
対
す
る
不
信
感
は
依
然
と
し
て
払
し
ょ
く
で
き
ず
、
牛
肉
の
加
工
品
あ
る
い
は
外
食
産
業

三



に
お
け
る
原
料
原
産
地
表
示
を
求
め
る
意
見
は
、
大
変
に
強
く
な
っ
て
い
る
。
消
費
者
団
体
か
ら
原
料
原
産
地
表
示
を
求
め

る
四
十
万
筆
以
上
の
署
名
が
農
林
水
産
省
、
厚
生
労
働
省
に
提
出
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
す
る
が
、
原
料
原
産
地
表
示
の

義
務
付
け
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


